
市　税
241億4,337万円

24.7%

地方交付税
196億6,057万円

20.2%

分担金及び負担金
7億4,139万円 0.8%

市　債
105億6,370万円 10.8%

国庫支出金
166億1,261万円

17.0%

土木費
80億3,224万円

8.4%

土木費
80億3,224万円

8.4%

教育費
166億5,129万円

17.5%

公債費
91億5,971万円

9.6%

公債費
91億5,971万円

9.6%

使用料及び手数料 
15億8,289万円

1.6%

市民の皆さんに納めていただいた税金
住民税、固定資産税、軽自動車税など
（市税のうち、標準税率超過分は13億4,143万円）

一定水準のサービスの提供に不足する財源を
カバーするため、国から交付されたお金

市の事業により特定の
利益を受ける人から徴収
したお金
保育所の保育料など

公共施設の使用料や
特定のサービスに対し
て徴収したお金
市営住宅使用料、印鑑
登録証明手数料など

全般的な事務や庁舎等の
財産管理、税の徴収など
に使ったお金

議会費
3億8,636万円 0.4%

民生費
321億7,710万円

33.8%

総務費
101億9,867万円

10.7%

議会の活動に使ったお金

高齢者福祉、障がい者
福祉、児童福祉、生活保
護などに使ったお金

繰入金
27億2,660万円

2.8%
特別会計や基金など、
他の会計から受け入
れたお金

繰越金
27億1,479万円

2.8%
前年度から持ち越され
たお金

衛生費
65億6,286万円 6.9%
健診等の健康増進やごみ処理、
環境対策等に使ったお金

労働費　1億8,100万円 0.2%
就労事業や労働福祉関連の融資制度等に使ったお金

財産収入など　
18億670万円 1.9%
土地・建物の貸付収入、
寄附金など

県支出金
77億2,538万円

7.9%
県から交付されたお金
補助金、委託金など

災害復旧費 
20億9,958万円 2.2%
大雨や暴風などにより被害
を受けた施設等の復旧に
使ったお金

消防費
28億5,532万円

3.0%
消防や防災対策に
使ったお金

道路や河川、市営住宅などの
整備に使ったお金

地方譲与税など
64億1,545万円 6.6%

合 計
975億
7,056万円

合 計
975億
7,056万円

国・県税として徴収され、市に譲与
されたお金、法人事業税交付金、
地方消費税交付金など

諸支出金
5億6,000万円 0.6%
他の支出科目に含まれ
ない経費をまとめたもの

道路や学校の建設など
大事業を行う際の借入金

国から交付されたお金
補助金、委託金など

市債の返済、一時借入金
の利子の支払いに使った
お金

諸収入 28億7,711万円 2.9%
他の収入科目に含まれない収入をまとめた
もの、市税の延滞金、貸付金の返還金など

農林水産業費
45億5,749万円 4.8%
農林水産業の振興や基盤整備
に使ったお金

商工費
18億2,752万円 1.9%
商工業や観光の振興に使ったお金

学校教育・社会教育の
充実、文化・スポーツ
振興などに使ったお金

依
存
財
源
 62

.5%
　　　自主財

源
 37.5%

国や
県の

基
準
に
依
存
し
て
調
達す

る財
源 　　　市が自ら調

達
で
き
る
財
源

合 計
952億
4,914万円

合 計
952億
4,914万円

令
和
５
年
度

決
算
報
告

決
算
報
告

令
和
５
年
度
の
市
の
決
算
が
9
月
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
、
市
の
お
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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課
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一般会計

歳入

歳出
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特別会計

企業会計

決算状況（普通会計）

会　計　名 歳　　入 うち一般会計繰入額 歳　　出 歳入歳出差引
国民健康保険事業 175億7,672万円 12億5,864万円 171億1,004万円 4億6,668万円
国民健康保険橋波診療所事業 875万円 0万円 875万円 0万円
診療所事業 9,688万円 0万円 7,950万円 1,738万円
後期高齢者医療事業 47億9,773万円 26億7,081万円 47億3,247万円 6,526万円
介護保険事業 195億2,319万円 27億9,850万円 189億9,765万円 5億2,554万円
浄化槽設置事業 1億3,181万円 0万円 1億3,181万円 0万円
風力発電事業 1,188万円 0万円 1,188万円 0万円
企業用地造成事業 1億7,757万円 241万円 1億7,757万円 0万円
高野令一育英奨学事業 300万円 0万円 300万円 0万円

合　計 423億2,753万円 67億3,036万円 412億5,267万円 10億7,486万円

会　計　名 収　　入 うち一般会計繰入額 支　　出 収入支出差引
水道事業会計

（税込み）
収益的収支 36億1,611万円 5,536万円 32億1,722万円 3億9,889万円
資本的収支 10億5,448万円 4億   425万円 31億   688万円 △20億5,240万円

下水道事業会計
（税込み）

収益的収支 65億3,834万円 8億1,763万円 60億9,247万円 4億4,587万円
資本的収支 62億2,543万円 27億7,434万円 68億8,297万円 △6億5,754万円

病院事業会計
（税込み）

収益的収支 33億7,780万円 3億9,275万円 36億7,458万円 △2億9,678万円
資本的収支 3億2,556万円 1億5,725万円 4億5,862万円 △1億3,306万円

　令和5年度の決算を、前年度と比較すると次のとおりです。なお、比較は普通会計により行っています。
　普通会計とは、自治体ごとに会計の組み方が異なるため、財政比較や統計分析に用いる仮の会計です。出雲市では、一般
会計のほか、上の特別会計のうち「診療所事業」「高野令一育英奨学事業」「後期高齢者医療事業の一部」を基本に決算を合算し、
会計間の収入・支出を控除したものです。
１. 歳入・歳出決算額

項目 令和5年度 令和4年度 増減額
歳入総額 976億6,123万円 886億4,625万円 90億1,498万円
歳出総額 953億2,242万円 859億2,270万円 93億9,972万円

歳入歳出差引 23億3,881万円 27億2,355万円 △3億8,474万円
翌年度に繰り越すべき財源 9億7,741万円 12億   152万円 △2億2,411万円

実質収支 13億6,140万円 15億2,203万円 △1億6,063万円
実質単年度収支 △1億4,653万円 △3,784万円 △1億   869万円

２. 性質別歳出の状況
項目 令和5年度 令和4年度 増減額

歳出合計 953億2,242万円 859億2,270万円 93億9,972万円
義務的経費 426億9,286万円 408億4,631万円 18億4,655万円

人件費 124億2,986万円 122億3,186万円 1億9,800万円
うち職員給 78億5,090万円 77億7,886万円 7,204万円

扶助費 211億   330万円 189億5,747万円 21億4,583万円
公債費 91億5,970万円 96億5,698万円 △4億9,728万円

うち任意繰上償還 1,353万円 0万円 1,353万円
投資的経費 187億8,273万円 108億4,730万円 79億3,543万円

普通建設事業 166億8,315万円 92億2,030万円 74億6,285万円
災害復旧事業 20億9,958万円 16億2,700万円 4億7,258万円

その他経費 338億4,683万円 342億2,909万円 △3億8,226万円
物件費 136億1,238万円 126億1,703万円 9億9,535万円
維持補修費 5億7,177万円 5億8,510万円 △1,333万円
補助費等 88億8,923万円 109億1,210万円 △20億2,287万円
積立金 27億6,191万円 21億1,150万円 6億5,041万円
投資及び出資・貸付金 11億1,116万円 11億3,649万円 △2,533万円
繰出金 69億     38万円 68億6,687万円 3,351万円

●収益的収支は、１年間の営業収支
●資本的収支は、設備投資などに伴う収支。収入不足額は、損益勘定内部留保資金等（積立金など）で補てんします。
●下水道事業特別会計及び農業・漁業集落排水事業特別会計は、平成 31 年 4 月 1 日から地方公営企業法が適用され、新たな企業会計で
　ある下水道事業会計へ引き継いでいます。
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地方債・積立金現在高（普通会計）
項目 令和5年度 令和4年度 増減額

地方債現在高 964億9,264万円 948億   840万円 16億8,424万円
積立金現在高 110億6,144万円 109億7,382万円 8,762万円

財政調整基金・減債基金 59億9,462万円 55億3,371万円 4億6,091万円
その他 50億6,682万円 54億4,011万円 △3億7,329万円

実質公債費比率 12.3% 12.5% △0.2%
将来負担比率 160.1% 157.4% 2.7%

令和５年度決算の特徴
　令和5年度の決算規模は、令和4年度と比べ、約92億円拡大しました。新体育館整備費などの大型の建設事業により
教育費が増加し、このほか、平田行政センター・平田コミュニティセンター複合施設整備事業や物価高騰低所得
世帯支援給付金により、総務費・民生費がそれぞれ増加しました。

■地方債現在高の推移 ■実質公債費比率・将来負担比率の推移
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■令和５年度収入未済額（普通会計）
令和５年度 令和４年度 増減額

５９２，４８４千円 ５８１，２５６千円 １１，２２８千円

※収入未済額：市税、使用料及び手数料、
　分担金及び負担金等です。

市税の徴収状況をお知らせします市税の徴収状況をお知らせします

～納税は口座振替で～　市税・保険料の支払いは、便利で確実な口座振替をご利用ください。
おたずね・ご相談 ／　収納課　☎２１－６６４７

　　　　　 日　　時／11月3日、12月1日　いずれも 9：00〜12：00
　　　　　 会　　場／市役所本庁 1階 くにびき大ホール

１．令和５年度市税の収納状況
区　　　分 収　納　率 前　年　比 収入未済額 前　年　比

現 年 度 分 99.39％ 0.0０％ 145,619千円 △37千円
滞 納 繰 越 分 ※ １ 24.55％ △0.66％ 282,661千円 13,008千円

※１：滞納繰越分とは、令和４年度以前から繰り越された未収入の市税です。

２．令和５年度滞納処分（差押）の状況（※２）

差押財産 預　貯　金 給　　　与 そ　の　他 計
件　　数 223 75 160 458

※２：出雲市では市税に加え、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育所保育料の一部の徴収を収納課で行っており、それらの徴収
　　　にかかる処分も含みます。

　市税は、市民サービスの原資となる大切な自主財源であり、公平な負担を確保することが必要です。
　この市税について、令和５年度市税の収納状況及び滞納処分（差押）の状況をお知らせします。

　税金は、定められた納期限までに納めてください。納期限内に納付されなかった場合、督促状を送りますので、
それで納めてください（督促手数料100円が加わります）。
　納付が可能であるにも関わらず納付をされない方に対しては、大多数の納期内納税者との公平性を確保するため
に、法令に基づき財産の差押を行っています。
　一方、やむを得ない理由により納期限内に納めることが困難な方には、収納課で相談を受け付けています。また、

「日曜納税相談」も開催していますのでお出かけください。

 日　曜
納税相談
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